下諏訪町社会福祉協議会を指定管理者とした理由
下諏訪町公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例第６条第２項「町長は、公の施設の設置目的を効果的かつ効率的に達成するため、第２条による公募によらず、出資団体等を指定管理者の候補として選定することができる。」この選定の特例を適用。
【非公募の条件】　①及び②の(1)・(3)に該当
○老人福祉センターの設置目的
老人福祉法第２０条の７、町老人福祉センター条例による。
高齢者に関する各種相談に応ずるとともに、健康の増進、教養の向上及びレクリエーション並びに介護予防等のための便宜を総合的に供与する施設。
○下諏訪町社会福祉協議会を指定管理者とした理由
１．昭和６３年度から下諏訪町社会福祉協議会が業務委託を受け、平成１８年４月１日から現在まで指定管理者として施設の管理・運営をしており、施設内容及び管理・運営を熟知している。
２．下諏訪町社会福祉協議会の持っている資源（人、物、事業）を活用して健康の増進、介護予防の推進と利用者の利便性が期待でき、利用者の増加が見込まれる。また、設置目的を理解し、その達成に向け組織を挙げて管理・運営を行っている。
３．「老人福祉センター」の管理部門と「地域包括支援センター」の事業部門との連携、調整等により効率的な運営が可能である。
